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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査の概要

調査概要

調査の目的

野洲市の児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し、
教育施策の成果と課題を検
証し、改善を図る。

学校における児童生徒への
学習指導の充実や学習状況
の改善等に役立てる。

教育に関する継続的な検証
改善サイクルを確立する。

調査実施日 令和７年４月17日（木）
＊質問調査、中学校理科は学校ごとに実施日が異なる

調査対象 小学校６年生、中学校３年生

調査事項 児童生徒：教科調査〔国語、算数・数学、理科〕／質問調査

調査問題 ▸ 学習指導要領で育成を目指す、知識及び技能や思考力、判断力、
表現力等を問う問題を出題。

▸ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善のメッセー
ジを発信。

今年度の調査の特徴 ▸ CBT調査の導入（中学校理科）
▸ 生徒質問でのランダム方式の試行
▸ 多様な生徒の状況把握



国 語 算数・数学 理 科

小
学
校

中
学
校

２ 教科に関する調査結果の概要

平均正答数
（平均正答率）

国語 算数・数学 理科

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

小学校 9.2/14

（65%）
9.2/14

（65%）
9.4/14

（66.8%）
9.1/16

（57%）
9.1/16

（57%）
9.3/16

（58.0%）
10.1/17

（59%）
9.6/17

（56%）
9.7/17

（57.1%）

中学校 7.8/14

（56%）
7.3/14

（52%）
7.6/14

（54.3%）
7.5/15

（50%）
7.0/15

（46%）
7.2/15

（48.3%）

平均IRTスコア

508 498 503

＊IRTスコアは IRT（項目反応理論）に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500
を基準にした得点で表すものです。
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分類 区分

対象
問題数
（問）

平均正答率（%）

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

学
習
指
導
要
領
の
内
容

知識
及び
技能

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項 2 78.6 77.8 76.9

(2)情報の扱い方に関する事項 1 61.9 61.4 63.1

(3)我が国の言語文化に関する事項 1 79.3 80.7 81.2

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 3 64.3 64.9 66.3

Ｂ 書くこと 3 67.6 67.7 69.5

Ｃ 読むこと 4 55.5 55.2 57.5

評価の観点
知識・技能 4 74.6 74.4 74.5

思考・判断・表現 10 61.7 61.9 63.8

問題形式

選択式 9 62.8 63.1 64.7

短答式 2 79.6 78.6 78.5

記述式 2 56.1 56.1 58.8

児童数 平均正答数
平均
正答率
（%）

中央値
標準
偏差

野洲市 449 9.4 / 14 65 10.0 3.0 

滋賀県（公立） 12,341 9.1 / 14 65 10.0 3.1 

全国（公立） 936,137 9.5 / 14 66.8 10.0 3.0

３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （１）国語

問題作成の
ポイント

学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、測定しようとする資質・能力を発揮する
ことが求められる言語活動を展開する文脈を重視して出題されている。今年度は、
●「話すこと・聞くこと」について、自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、
話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる問題が
出題された。

●令和５年度までの調査で課題が見られた内容（「読むこと」文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見付けること）について状況を確認するため、問題（大問３三）が
出題された。

＜分類・区分別集計結果＞
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野洲市小学生の正答率が高かった問題 ＊全国と比較して

３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （１）国語

２四ア 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 82.6（＋0.8） 4.7（-3.5）

全国（公立） 81.8 7.2

２四イ 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 74.6（+2.5） 2.2（-2.1）

全国（公立） 72.1 4.3

正答
ア 好み
イ 暑い

出題の趣旨
学年別漢字配当表に示されている
漢字を文の中で正しく使うことが
できるかどうかをみる。

解答結果より
学年別漢字配当表に示されている
漢字を、文意に沿って適切に書く
ことができていると考えられる。



野洲市小学生の課題が見られた問題

出題の趣旨

目的に応じて、文章と図表などを
結び付けるなどして必要な情報を
見付けることができるかどうかを
みる。

解答結果より

複数の資料を結び付けたり、文章と
図表などを結び付けたりして、必要
な情報を見付けて、自分の考えを記
述することに課題があると考えられる。

３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （１）国語

３三（２） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 54.3（-2.0） 16.5（+0.3）

全国（公立） 56.3 16.2

正答例

（例）言葉は年月とともに変化す
るということになっとくしました。
なぜなら、「新しい」という言葉
が、奈良時代には「あらたし」と
言われていたように、時代ととも
に言葉の形が変わることがあるか
らです。



３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （２）算数

分類 区分

対象
問題数
（問）

平均正答率（%）

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

学習指導要
領の領域

Ａ 数と計算 8 61.8 61.2 62.3 

Ｂ 図形 4 56.1 55.7 56.2 

Ｃ 測定 2 51.8 52.9 54.8 

Ｃ 変化と関係 3 54.8 54.9 57.5 

Ｄ データの活用 5 60.6 60.6 62.6 

評価の観点
知識・技能 9 65.5 64.9 65.5 

思考・判断・表現 7 46.2 46.5 48.3 

問題形式

選択式 6 65.9 66.2 67.2 

短答式 6 63.9 63.3 64.0 

記述式 4 33.6 33.1 34.9

児童数 平均正答数
平均
正答率
（%）

中央値
標準
偏差

野洲市 450 9.1/ 16 57 9.0 4.0 

滋賀県（公立） 12,346 9.1 / 16 57 9.0 4.0 

全国（公立） 936,399 9.3 / 16 58.0 9.0 4.0

問題作成の
ポイント

学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「事象を数理的に捉え、算数の問題を見
いだし、問題を自立的、協働的に解決し、解決過程を振り返って概念を形成したり体系化し
たりする過程を遂行する」という数学的活動を行う文脈が重視されている。今年度は、
●数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、小数や分数の計算の仕方について統合
的・発展的に考察できるかを問う問題が出題された。

●日常生活の問題を解決するために、伴って変わる二つの数量を見いだし、それらの関係に
ついて考察できるかを問う問題が出題された。

●日常の事象について、目的に応じて表やグラフからデータの特徴や傾向を捉え考察できる
かを問う問題が出題された。

＜分類・区分別集計結果＞ ＜小学校算数の児童の正答数分布グラフ＞
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野洲市小学生の正答率が高かった問題 ＊全国と比較して

出題の趣旨

小数の加法について、数の相対的
な大きさを用いて、共通する単位
を捉えることができるかどうかを
みる。

解答結果より
数の表し方の仕組みや数を構成する
単位に着目し、共通する単位を見い
だすことができていると考えらえる。

３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （２）算数

３（１） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 77.3（+3.2） 1.3（-1.5）

全国（公立） 74.1 2.8

正答 0.01



野洲市小学生の課題が見られた問題

出題の趣旨

分数の加法について、共通する単
位部分を見いだし、加数と被加数
が、共通する単位分数の幾つ分か
を数や言葉を用いて記述できるか
どうかをみる。

解答結果より

数の表し方の仕組みや数を構成す
る単位に着目し、小数や分数の計
算の仕方について統合的・発展的
に考察し、数や言葉を用いて記述
することに課題が見られた。

３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （２）算数

３（２） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 22.7（-0.3） 12.9（-2.8）

全国（公立） 23.0 15.7

正答

のもとにする数を同じ数に

するとき、その数は になりま

す。 の９個分、

の８個分です。



３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （３）理科

分類 区分

対象
問題数
（問）

平均正答率（%）

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

学
習
指
導
要
領
の

区
分
・
領
域

A区分
「エネルギー」を柱とする領域 4 47.8 45.8 46.7 

「粒子」を柱とする領域 6 52.4 50.9 51.4 

B区分
「生命」を柱とする領域 4 57.4 50.8 52.0 

「地球」を柱とする領域 6 66.9 65.9 66.7 

評価の観点
知識・技能 8 58.1 54.8 55.3 

思考・判断・表現 9 60.3 57.6 58.7 

問題形式

選択式 11 56.8 54.1 54.7 

短答式 4 73.8 69.8 69.7 

記述式 2 43.4 41.7 45.2 

児童数 平均正答数
平均
正答率
（%）

中央値
標準
偏差

野洲市 450 10.1 / 17 59 11.0 3.7 

滋賀県（公立） 12,362 9.6 / 17 56 10.0 3.8 

全国（公立） 936,576 9.7 / 17 57.1 10.0 3.8

問題作成の
ポイント

学習指導要領に示された目標及び内容に基づき、「Ａ物質・エネルギー」、「Ｂ生命・地
球」の二つの内容区分から、バランスよく出題された。今年度は、
●問題を解決するまでの道筋を構想し、根拠のある予想や仮説を発想したり、解決の方法を
発想したりするなど、自分の考えをもつことができるかどうかをみる問題が出題された。

●事実的な知識を既有の知識と関係付けたり活用したりする中で概念的に理解しているかど
うかをみる問題が出題された。

●自然の事物・現象に働きかけることで得られた様々な情報について、要因や根拠を見いだ
すことや、観察、実験などの結果について、その傾向を見いだしたり、考察したりするこ
とができるかどうかをみる問題が出題された。

＜分類・区分別集計結果＞ ＜小学校理科の児童の正答数分布グラフ＞
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野洲市小学生の正答率が高かった問題 ＊全国と比較して

出題の趣旨
顕微鏡を操作し、適切な像にする
ための技能が身についているかど
うかをみる。

解答結果より

キでは像を移動させるためにプレ
パラートを動かす、クでは像のピ
ントを合わせるために調節ねじを
回す操作について正しく捉えてい
ることから、顕微鏡を操作し適切
な像にするための技能が身に付い
ていると考えられる。

３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （３）理科

３（２） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 77.8（+7.1） 0.7（-0.8）

全国（公立） 70.7 1.5

正答 キ ２ ・ ク ４



野洲市小学生の課題が見られた問題

出題の趣旨

レタスの種子の発芽条件について、
差異点や共通点を基に、新たな問
題を見いだし、表現することがで
きるかどうかをみる。

解答結果より

種子の発芽の条件について、差異
点や共通点を基に新たな問題を見
いだし、その内容を表現すること
に課題が見られた。

３ 教科に関する調査結果 －小学校－ （３）理科

３（４） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 29.6（-0.3） 7.1（-4.3）

全国（公立） 29.9 11.4

正答例
（例）レタスの種子が発芽するの
に、日光は必要なのだろうか。



４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （１）国語

分類 区分

対象
問題数
（問）

平均正答率（%）

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

学
習
指
導
要
領
の
内
容

知識
及び
技能

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項 2 46.5 46.0 48.1 

(2)情報の扱い方に関する事項 0 － － －

(3)我が国の言語文化に関する事項 0 － － －

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 4 56.4 52.0 53.2 

Ｂ 書くこと 5 53.5 50.6 52.8 

Ｃ 読むこと 3 64.7 60.1 62.3 

評価の観点
知識・技能 2 46.5 46.0 48.1 

思考・判断・表現 12 57.3 53.4 55.3 

問題形式

選択式 8 65.5 62.2 63.9 

短答式 2 77.8 72.1 73.6 

記述式 4 25.1 23.0 25.3 

生徒数 平均正答数
平均
正答率
（%）

中央値
標準
偏差

野洲市 437 7.8 / 14 56 8.0 2.5 

滋賀県（公立） 11,476 7.3 / 14 52 7.0 2.8 

全国（公立） 870,560 7.6 / 14 54.3 8.0 2.7 

問題作成の
ポイント

学習指導要領に示されている〔知識及び技能〕、〔思考力、判断力、表現力等〕の内容に基
づいて、その全体を視野に入れながら、中心的に取り上げるものが出題された。今年度は、
●過年度の調査結果に見られた課題等を踏まえ、話や文章の構成や展開について考えたり、
自分の考えが伝わるように根拠を明確にして書いたりすることができるかどうかを問う問
題をされた。

＜分類・区分別集計結果＞ ＜中学校国語の生徒の正答数分布グラフ＞
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野洲市中学生の正答率が高かった問題 ＊全国と比較して

出題の趣旨

自分の考えが明確になるように、
論理の展開に注意して、話の構成
を工夫することができるかどうか
をみる。

解答結果より

自分の考えが明確になるように、
論理の展開に注意して、話の構成
を工夫することができている。話
の順序を入れ替えることで、村田
さんの考える「つなごうマリープ
ロジェクトの長所」が、聞き手に
とって理解しやすくなることを捉
えることができている。

４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （１）国語

２三 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 78.5（＋5.1） 0.2（-0.1）

全国（公立） 73.4 0.3

正答 1



野洲市中学生の課題が見られた問題

出題の趣旨
文章の構成や展開について、根拠
を明確にして考えることができる
かどうかをみる。

解答結果より

文章の展開が、どのような効果を
もたらすのか、自分の考えを文章
の内容を適切に取り上げて説明す
ることに課題が見られた。

４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （１）国語

３四 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 17.6（＋0.5） 32.3（+5.2）

全国（公立） 17.1 28.1

正答例

（例）読者の意表を突く効果があ
る。なぜなら、 「一 榎木の
実」には、失敗した兄弟が、お爺
さんのおかげで成功する場面が書
かれているため、「二 釣の話」
も同じような展開になると予想し
て読み進める読者が多いと思うか
らだ。

島
崎
藤
村
「
二
人
の
兄
弟
」
よ
り
出
題



４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （２）数学

分類 区分

対象
問題数
（問）

平均正答率（%）

野洲市
滋賀県
（公立）

全国
（公立）

学習指導要
領の領域

Ａ 数と式 5 45.1 41.9 43.5 

Ｂ 図形 4 50.1 45.0 46.5 

Ｃ 関数 3 45.8 45.6 48.2 

Ｄ データの活用 3 62.1 57.0 58.6 

評価の観点
知識・技能 9 56.7 53.0 54.4 

思考・判断・表現 6 39.9 36.7 39.1 

問題形式

選択式 3 52.9 52.2 54.0 

短答式 7 55.5 50.8 52.0 

記述式 5 40.5 37.0 39.6 

生徒数 平均正答数
平均
正答率
（%）

中央値
標準
偏差

野洲市 438 7.5 / 15 50 7.0 4.0 

滋賀県（公立） 11,499 7.0 / 15 46 7.0 4.3 

全国（公立） 871,097 7.2 / 15 48.3 7.0 4.2 

問題作成の
ポイント

学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「事象を数理的に捉え、数学の問題を見
いだし、問題を自立的、協働的に解決し、解決過程を振り返って概念を形成したり体系化し
たりする過程を遂行する」という数学的活動を行う文脈が重視された。今年度は、今後の学
習において活用される基礎的・基本的な知識及び技能や、その知識及び技能が、生徒が問題
解決をしていく過程でどのように用いられているかについて明確にして問題が出題された。、
●生徒が目的意識をもって数学的に問題発見・解決する過程を遂行することに配慮して問題
が出題された。

●学習指導要領第２章第３節数学における、「数と式」、「図形」、「関数」、「データの
活用」の各領域に示された指導内容がバランスよく出題された。

＜分類・区分別集計結果＞ ＜中学校の数学の正答数分布グラフ＞
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野洲市中学生の正答率が高かった問題 ＊全国と比較して

出題の趣旨
数量を文字を用いた式で表すこと
ができるかどうかをみる。

解答結果より
数量を文字を用いた式で表すこと
ができていると考えらえる。

４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （２）数学

２ 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 62.1(＋10.2) 3.7(-3.6)

全国（公立） 51.9 7.3

正答 0.4a（mL）



野洲市中学生の課題が見られた問題

出題の趣旨
事象を数学的に解釈し、問題解決
の方法を数学的に説明することが
できるかどうかをみる。

解答結果より
事象を数学的に解釈し、問題解決
の方法を数学的に説明することに
課題がみられた。

４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （２）数学

８（２） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 36.3（-1.7） 37.9（+2.9）

全国（公立） 38.0 35.0

正答例
（例）点Ａから点Ｅをもとに、直
線のグラフをかき、x座標が６０
のときのy座標を読む。



４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （３）理科

分類 区分

対象
問題数
（問）

学
習
指
導
要
領
の

区
分
・
領
域

A区分
「エネルギー」を柱とする領域 5

「粒子」を柱とする領域 8

B区分
「生命」を柱とする領域 5

「地球」を柱とする領域 5

評価の観点
知識・技能 10

思考・判断・表現 12

問題形式

選択式 15

短答式 1

記述式 6

生徒数
平均IRT
スコア

標準偏差
パーセンタイル値

25% 50% 75%

野洲市 441 508 123.9 432 490 580

滋賀県（公立） 11,634 498 127.5 415 489 570

全国（公立） 864,634 503 124.0 422 495 572

問題作成の
ポイント

学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「日常生活や社会の文脈における事象の
中から問題を見いだして課題を設定し、探究の過程を通して課題を解決すること」について
の問題が作成された。今年度は、
●「知識・技能」では、自然の事物・現象に関する「事実的な知識」と「知識の概念的な理
解」及び観察、実験の「技能」に関する問題が出題された。

●「思考・判断・表現」では、科学的な探究の過程において自然の事物・現象に関する知識
を活用することで、思考力、判断力、表現力等を把握する問題、科学的な探究の方法や理
解に関する問題が出題された。

＜分類・区分別集計結果＞＊非公開問題を除く ＜中学校理科の生徒の分布グラフ＞
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４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （３）理科

問題の構成

公開問題と非公開問題を組み合わせて出題。生徒１人あたり公開問題10問と非公開問題16問
を解く構成となっている。
●公開問題には全日程に共通する問題と実施日別の問題があり、いずれも学習指導の改善に
向けたメッセージの発信も目的とされている。

●非公開問題は幅広い内容・難易度等から出題されており、生徒ごとに異なる問題を解いて
いる。国や自治体等の状況を把握することが主目的とされており、個々の問題の内容や結
果は示さない。

「令和７年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」p.32

令和７年７月文部科学省・国立教育政策研究所 より



野洲市中学生の正答率が高かった問題 ＊全国と比較して

出題の趣旨

仮説を立てて科学的に探究する学
習場面において、電気回路に関す
る知識及び技能を活用して、仮説
が正しい場合の結果を予想するこ
とができるかどうかをみる。

解答結果より

電圧の大きさが大きくなると、電
流の大きさも大きくなり、電圧の
大きさと電流の大きさは比例の関
係にある。このことから、仮説が
正しい場合の結果を適切に予想で
きていると考えられる。

４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （３）理科

３（１） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 62.1（+10.2） 3.7（-3.6）

全国（公立） 51.9 7.3

正答
電圧の大きさ(V) 0.5  1.0  1.5

電流の大きさ(mA)  0.5  1.0  1.5



野洲市中学生の課題が見られた問題

出題の趣旨
身の回りの事象から生じた疑問や
見いだした問題を解決するための
課題を設定できるかどうかをみる。

解答結果より

身の回りの事象から生じた疑問や
見いだした問題を解決するために
課題を設定し、表現することに課
題が見られた。

４ 教科に関する調査結果 －中学校－ （３）理科

１（２） 正答率（％） 無解答率（％）

野洲市 40.6（-5.6） 9.1（+1.1）

全国（公立） 46.2 8.0

正答例
（例）水道水と精製水の性質には
どのような違いがあるか。



５ 質問調査の結果 －小学校・中学校－ （１）非認知能力

調査結果より
非認知能力に関わる①～③の質問項目では、「当てはまる」「どちらかと言えば、当ては
まる」を合わせた割合が小中学校ともに、昨年度と比べて増加している。特に「当てはま
る」と回答した割合に顕著な伸びが見られる。
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５ 質問調査の結果 －小学校・中学校－ （２）授業

調査結果より

授業・学習に関わる④～⑥の質問項目では、⑤の質問項目で「当てはまる」の割合が昨年
度と比べて増加している。このことから、「協働的な学び」を意識した授業が実践されて
いるといえる。しかしながら、④⑥の質問項目では、「当てはまる」の割合はほとんど変
化がないか、減少している。

小学校 中学校
④授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。

⑤学級の生徒との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方
に気付いたりすることができていますか。

⑥各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行って
いましたか。
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５ 質問調査の結果 －小学校・中学校－ （３）生活習慣

調査結果より
生活習慣に関わる質問項目のうち、⑦⑨では小中学校ともに、肯定的な回答の割合が90％
を超えており、昨年度と同程度であった。⑧の質問項目を昨年度と比較すると、肯定的な
回答は小学校ではほとんど変化がないか、中学校では５.５ポイント減少している。

小学校 中学校
⑦朝食を毎日食べている。

⑧毎日、同じくらいの時刻に寝ている

⑨毎日、同じくらいの時刻に起きている

82.6

している どちらかと言えば、している あまりしていない 全くしていない
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１．主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

▸教科の調査問題の結果や授業に関する質問調査の結果から、主体的・対話的で深い学びの視点から授業改
善を進めることが重要である。①単元の目標からの単元構想、②児童生徒がワクワクする課題設定、
③「読み解く力」の「再構築」を重視した学習活動、④自らの学びを振り返る時間の確保、⑤効果的な
ICT機器の活用を意識的に行う。

２．目指す子ども像を意識した児童生徒への指導・支援

▸児童生徒の非認知能力を育成するために、児童生徒の「個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・
能力の発達を支える」ことを意識することが一層重要である。挨拶、声かけ、励まし、賞賛、対話、個と
集団への働きかけを、各校の目指す子ども像に照らし合わせて意識的に行う。

６ 今後の取組のポイント

調査結果
全体より

▸教科の調査問題から、いずれの教科・校種においても学習指導要領の知識・技能に関する問題の正答率が高い傾
向にあり、基礎的な知識・技能の力は一定程度身に付いていると考えらえる。一方で、思考・判断・表現に関す
る問題に課題が見られる傾向がある。

▸非認知能力に関する質問調査から、小中学校ともに、昨年度と比べ「当てはまる」の回答割合に大幅に増加する
項目があった。

▸授業に関する質問調査から、小中学校ともに、協働的な学びを意識した授業が実践されていることが分かる。一
方で、主体的な学びや自分の考えをまとめることの肯定的な回答割合の増加は見られなった。

▸生活習慣に関する質問調査から、小中学校ともに、朝食摂取、起床時間は昨年度並みの回答結果で、大きな変化
は見られなかった。一方で、中学校の就寝時間については、昨年度よりも「している」「どちらかと言えば、し
ている」の回答割合が減少した。

取組のポイント


